
第８学年 学びのカテゴリー「社会に生きる」 

 

 

    生徒は、これまでのどう生きるかの探求で、学びのカテゴリー（探究領域）ごとに

様々な問題を自分ごととして発見し、その問題を解決しようと考え、判断し、行動して

きた。その学習経験を通して、社会に生きる人々は様々な見方や考え方をもって生き

ていることを学んだり、前向きに自分の得意なことや苦手なことと向き合い、将来を

見据え考え始めたりしている。そんな生徒が第８学年で探究する学びのカテゴリーは、

「社会に生きる」である。多様な価値観をもつ人が生きる社会の中で「自分はこれから

どう生きていきたいのか？」を考え、テーマをもち、自身の将来を見据えながら探求し

ていく。生徒が自身の将来を考える中で、社会や自分に必要なものや磨くべきことを

模索し、判断し、それらを確立させるために行動する姿の具現を目指していく学びで

ある。 

第１単元の「社会とは？」では、前年度の学びである「多様性」を「違い」と捉え、

自分と他者との違い、生きている環境の違い、見方・考え方の違い、事象に対する価値

観の違いなどについて考えてきたことを出発点とし、大阪研修での、企業訪問や職業

講話の体験を基に、１組では「幸せとは」、２組では「幸せに生きるとは」、３組では「人

と人とがつながり幸せに生きるとは」という学級別の探究テーマが設定された。 

第２単元では、各学級の探究テーマを軸として、自分たちの知的好奇心、興味・関心

や疑問を満たす様々な人と対話を行ったり、「学びたい」という願いに沿った研修先を

自ら選定したりする学びを進めてきた。また、夏季休業期間には、自ら探究テーマを設

定して、個人探究計画書を作成し、対話相手を探し出すことで、個人探究を進めてき

た。本時は、ここまでの生徒の学びの文脈を踏まえ、「社会」に対する認識をさらに広

げ、深める。 

磯谷 直毅 

池田 久志 

岡田 春香 

岸  周吾 



 
（18時間）

　
                                                     （46時間）

○前年度の「多様性」の学びを
振り返り、自分はどんな環境の
中で生きているのか客観的に捉
える。
〇前年度の３学級の学びの中で
共通した学びや価値を洗い出
し、今年度の学びのテーマへと
つなげる。
○学級テーマを視点とし、大阪
で研修する。

○大阪での企業研修の学びを振り返る。
〇大阪研修で「幸せとは」を視点とした研修
を通した、疑問点について出し合う。
〇疑問点を学級の問いとして、岐阜での探究
に向けた計画を立てる。
〇問いの解決に向けた研修先や対話相手を決
める。
〇計画した研修や対話を行う。
〇学びをまとめ、学級で交流する。

○夏休み個人探究を行う。
〇個人探究の計画を立てる。
〇探究先へアポイントメントを
とる。
〇探究先の方と対話をする。
〇個人探究した内容をまとめ
る。
○個人探究のまとめを学級内で
交流し、探究の方法や探究テー
マについて知識を広げる。

・国語：国語の学びを振り返ろう
　　　　～テーマを決めて話し合い、壁新聞をつくる～
・社会：開国と近代日本の歩み（産業革命と資本主義）

・国語：聞き上手になろう～質問で思いや考えを引き出す～
・社会：日本の地域的特徴と地域区分（人口、産業、交通、通信）
・数学：データの分析　データの比較と箱ひげ図　確率　標本調査

　　 想定される
　　 エラー（■）
　　 ジレンマ（●）
　 【道徳的諸価値】

・国語：立場を尊重して話し合おう～討論で多角的に検討する～
・社会：日本の諸地域
・数学：データの分析　データの比較と箱ひげ図　確率　標本調査
・音楽：日本の伝統芸能

第８学年の目標

主な学習活動

３月２月１月

○単元Ⅰ、Ⅱを通して自分が学んだことを整理する。
○周りの人が幸せになるために自分にできることは何か、大きな社
会の中の一員としてできることを考える。
〇キャリアパスポートをまとめる。

12月

　第７学年までに、様々な問題と出会い、解決していく過程で、自分を取り巻く社会で生きる人々は、いろいろな見方や考え方をもって生きていることを理解しながら学んできた。自分の得意なことや苦手なこと
が認識できるようになり、自分の将来のことも考える時期である。これまで学んできたことを生かし、多様な価値観をもつ人が生きる社会で「自分はこれからどう生きていきたいのか？」を考え、自身の将来を見
据える。その将来を考える中で、自分に必要なものや磨くべきこと等を模索し、判断し、それらを確立させるため行動する姿を具現させたい。																							

５月 10月９月 11月

（１）問題解決力に関わって 自分の生き方と繋げながら探究することで「問題」に気付き、解決するために「問い」を生み出し、問いを解決するために何ができるか考え行動できるようにする。

（２）関係構築力に関わって

人材活用
施設

●社会の一員ではあるが、その中の1人として、何ができるのだろ
うか。
■自分の探究しているテーマだけで考えると難しさがあったけれ
ど、他のグループと協力・コラボすると解決できることもあるん
じゃないか？
■探究する時間がまだ足りない。できる限りもっと知りたい、考え
たい。
●探究を通して自分の将来について少し考えることはできたが、そ
れを実現できるかどうかは別問題だ。実現させるためにはもっと○
○の部分を鍛えなければならないな。
【相互理解、寛容・よりよく生きる喜びなど】

・Ⅱ期で出会った人や施設

４月

（３）貢献する人間性に関わって 社会の様々な事柄や他者の生き方について関心をもち、生き方に触れる過程で、よりよい自己の生き方を見つめようとする態度を養う。

単元名
（時数）

●多様な人々がいる中で、どうしたらみんなが幸せになれるのだろう。
■大阪研修で、自分は〇〇に企業研修に行きたいが、仲間は△△へ行きたい。どうしよう
か。
●どうしたらよりよく人とつながることができるのだろう。
【勤労・相互理解、寛容・社会参画、公共の精神・国際理解、国際貢献など】

 
（41時間）

学びを構成する
要素

伝統、文化、観光、環境、食、命　多様性（国籍、言語、性別、LGBTQ、障害、UD、インクルーシブ、福祉、差別、偏見、貧困、自分との違い、生きる環境の違い、それぞれの見方考え方、価値観の違い、共生）
社会　社会問題　自然環境　科学技術　勤労　働く人の思い、やりがい

６月

○探究テーマに迫るための問いを考え、対話や校外学習へ出向く。
〇生まれた問いにつながる対話・研修計画を立てる。
〇アポイントメントを取る。
〇対話したり、見学したり、体験したりする。
〇学んだ内容を整理し、自分の考えをまとめる。
〇学級の仲間と対話をし、次の問いをもつ。
〇学習を振り返り、探求テーマへの考えをまとめ、広げる。
※このサイクルを繰り返す。

仲間や実社会に生きる人の考えを共感的に受け入れ、それぞれの願いや考えを踏まえた上で、納得解や最適解を相手と協働して導こうとすることができるようにする。

■探究テーマに迫れるような企業がどこか分からない。どんな問いがあれば探究テーマに迫れるのか分からな
い。
●私は企業Aを推しているが、他のメンバーはみんな企業Bを推している。でも企業Bの良さも確かに分かる。グ
ループとしてどちらを推すべきか。
■訪問したい企業へアポを取ったら断られてしまった。
●社会のために何かしてみたいけど、自分にできることはあるのかな。
【真理の探究、創造・相互理解、寛容・社会参画、公共の精神・自然愛護・よりよく生きる喜びなど】

・岐阜県警察本部
・労働基準監督署

　

教科等との関連

月 ８月７月

８年１組

大阪研修
企業研修先：山岡金属工業（株）、合同食品株式会社、日本銀行大阪支店、シマノ自動車
博物館、大阪起業家ミュージアム、株式会社ブロードエンタープライズ、株式会社クボ
タ、江崎記念館、シェラトン都ホテル大阪、大阪地方検察庁
市内学級別研修先：大阪城・パナソニックミュージアム、あべのハルカス・あべのハルカ
ス美術館、万博公園・国立民俗学博物館
・合同会社USJ　職業講話：清水　郡氏、吉本興業　２０世紀

学びの基盤となる
道徳的諸価値

向上心、個性の伸長・希望と勇気、克己と強い意志・真理の探究、創造・思いやり、感謝・礼儀・相互理解、寛容・公正、公平、社会主義・社会参画、公共の精神
勤労・家族愛、家庭生活の充実・よりよい学校生活、集団生活の充実・国際理解、国際貢献・自然愛護・よりよく生きる喜び

「学びのカテゴリー」：社会に生きる　（全105時間）

カテゴリー設定の
理由

年間指導計画

Ⅱ社会を知るⅠ社会とは Ⅲ社会を広げる



８年１組 単元シート 

 

単元名 

Ⅱ社会を知る 

          （41） 

本単元の目標 

問題解決力 関係構築力 貢献する人間性 

①探究テーマと自分の生き方をつなげて問い

をつくり、対話する相手や内容を考え計画

を立てることができるようにする。 

②問題解決に向け、自分に何ができるか考え

行動できるようにする。 

①仲間や対話する相手の考えや生き方を受け

入れ話し合うことができるようにする。 

②自分の思いを伝えたり仲間の考えを共感的

に受け入れたりしながら共に活動できるよ

うにする。 

①対話する相手の生き方に触れ、今の自分には

何ができるか考えたり、行動したりする態度

を養う。 

活
動
の
計
画 

〇夏休みの個人探究の学びを小グループや
学級で交流する。（関係①） 

〇警察署へ行き、市民を守る警察官が感じ
る幸せについて知ったり、ハローワーク
の方から、働く人たちを守る仕事をする
方の幸せについて学んだりする。（問題
②） 

（５）                        

〇夏休みの個人探究や、校外学習の学びか
ら、探究テーマについての自分の考えを
整理する。（問題①） 

〇学級で交流を行い、もっとどんなことを
知っていきたいのか、どんな場所へ行
き、誰から話を聞けるとよいかを考えて
いく。（問題①） 

（３） 
 

〇・問いを明らかにするための計画（対
話や訪問） 

 ・アポ取り 
・学級への提案、決定 
・計画の実行 
・学びの整理 
・学級での交流、新たな問いづくり 
のサイクルを繰り返し行う。 

（問題①、②） 
〇ここまでの活動を振り返って探究テ
ーマに対しての自分の考えをまとめ
る。（貢献①） 

（28） 

〇校外学習や対話を終えた中で、
探究テーマ「幸せとは」につい
ての自分の考えを整理する。（問
題②） 

〇学級でそれぞれが考えた「幸せ」
について対話をする。（関係①） 

〇話を聞いたり体験したりする中
で、出会った方々のように、自
分たちにも「幸せ」を生み出す
ことはできないか、考える。（貢
献①） 

（５） 

加
除
修
正
欄 

    

想
定
さ
れ
る
姿 

・働くことについて聞く中で、自分や家族の
幸せのためでもあるが、社会の一員として
の責任があることを知った。 

・労働基準監督署では、働く人が働きやす
い環境を作るために、仕事をしていた。
相手の幸せが自分の幸せに繋がっている
ことが分かった。 

・市民の安全や労働者が安心して働けること
など、自分自身のことよりも、自分以外の
周りの人の状態が、自分の幸せとの関わり
があることが分かった。 

・もっといろいろな人と出会ったり、いろい
ろな場所へ行ったりして、探究テーマに迫
りたい。 

・「幸せ」について考えていく中で、幸せ
は自分だけで感じるものではなく、周
りの人とのつながりの中で生まれて
くることが分かった。そのつながり
が、社会をつくっていると思った。そ
の社会の中の 1人として、自分も何か
できないだろうか。 

・探究を繰り返していく中で、自
分の考えがどのように変容して
いったのかを振り返る。 

・探究テーマについて、自分の考
えをもち、話すことができる。 

実
際
の
姿 

    

●
ジ
レ
ン
マ 

■
エ
ラ
ー 

 

 

■探究テーマに迫るためには、どんな校外学習先がよいか分か
らない。 

■自分たちが提案した校外学習先は選ばれなかった。 ●校外学習先 Aもよいが、校外学習先 Bでしか知れないこともある。どちらに行くべきか。 

■校外学習先に行く目的をうまく伝えることがで
きない。 

●自分自身の幸せと、周りの人の幸せではど
ちらが大切なのだろう。 



８年１組 本時案 （８年１組教室） 
 
目標 
これまでの学びの経験を基に、学級の探究テーマ「幸せとは？」に迫るための研修先を選定する際に、自身の考えの広がりや深まりを生み出す可能性

を予測し、お互いの立場を尊重しながら仲間と折り合い、現時点での最適解として選択・判断することで、学級の研修先を決定することができる。 
（関係構築力） 

 
本時（28/41） 

活動内容（○教師の発問 ・予想される児童生徒の発言） ○教師の手立てと見届け 

１ 前時までの探究を確認する。 
〇前回までにどのようなことを知り、学んできましたか。 

・労働局の渡邊さんは、仕事を必要としている人に寄り添って相談に乗り、仕事の紹介をしていた。労働環境を改善するた

めに、会社に対して労働時間や条件の適正化を働きかけていた。紹介した人からの感謝の言葉や、働く姿からやりがいを感

じていた。 

 

 

 

 
２ 自己の考えを発表し、全体で交流する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

○「その研修先で大切にしたい○○は、何を優先して選んでいるのですか？△△ですか？」 

○「Ｍさんの発言の□□に対して、皆さんはどう思いますか？大切にされている判断の基準は何ですか？」 

 

３ １組が行く研修先を決定し、確認をする。 
○「みんなで、意思決定をする際は、多数決という方法を採用すると以前話し合い、決定しました。それについて、今回は

意見がある人はいますか？」 

 

４ 振り返りを記入する 
○「Ｋさん、Ｋさんが選んだ研修先は選ばれませんでした。今のあなたの気持ちを教えてください。」 

 ・私は研修先○を選びました。しかし、選ばれたのは研修先△でした。それぞれの研修先について考えを出し合っていく

中で、研修先△では□□について学び、考えを深められそうだと分かりました。まずはそこで、自分の学びを深めたいと

思います。 

〇これまでの学びの足跡を掲示し、可視化すること

で、生徒が本時までの思考の流れをイメージできる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇場所の良し悪しではなく、その訪問先に内在する価

値を見出して発言できるように促す。また、板書に

は価値を抽出して位置付けることで、生徒が訪問先

の良し悪しを議論するのではなく、内在する価値の

葛藤を議論できるように促す。 

〇リーダーが進行をできるよう、本時までの学習の中

で、リーダーが進行する対話を行う。必要に応じて、

研修先で学べる価値について考えさせる質問を投

げかける。（例：やりがい、人とのつながり、お金、

時間など） 

〇「幸せ」について、その研修先がどのような関わり

があるのか、関わりや価値を整理して板書に位置付

ける。 

 

目標に迫った姿をどのように見届けるか 
自身の主張と他者の主張との折り合いを生み出

そうとしている姿（自己調整） 

（関係構築力） 

・全体交流での発言、振り返りの記載。 

探究テーマ「幸せとは？」に迫るための研修先は、私たちにとって、どちらがふさわしいか。 

【研修先Ａ】 

・私は、研修先Ａがよいと思います。なぜなら、私たち

が学んだのは、直接お客さんや利用者さんなど、関わっ

た人から感謝されたときにやりがいを感じることだ。

その思いは接客業以外の仕事でも同じなのか気になり

ます。 

【研修先Ｂ】 

・私は、研修先Ｂがよいと思います。働く中での、人と

人とのつながりの中に、幸せややりがいがあること学

んだ。近年、様々なものが自動化されていく中で、人と

のつながりが減っている。働く中のつながりが減って

しまっても、幸せややりがいは変わらないのか気にな

ります。 



 
（18時間）

　
                                                     （46時間）

○前年度の「多様性」の学びを
振り返り、自分はどんな環境の
中で生きているのか客観的に捉
える。
○「人と人とがつながり幸せに
生きる」とは、どんなことなん
だろう。
○大阪にはどんな「人と人との
つながり」があるか探究する。

○大阪研修を通して、自分たちの周りにある
「人と人とのつながり」＝社会　を認識す
る。
○７年生で学んだ多様性とつなげながら、だ
れもがよりよく生きることのできる社会につ
いて考える。
○探究テーマに迫るために、対話をする。
・タマキ写真館 田巻さん
・横山統括校長先生

○夏休み個人探究を通して、
「人と人のつながり」について
考えを深める。
○個人探究の計画を立てる
○探究先へアポイントメントを
とる
○対話をする
○個人探究した内容をまとめる

○個人探究のまとめを学級内で
交流し、探究の方法や内容項目
について知識を広げる。

○新たな視点を基に「問い」を
もつ。

・国語：国語の学びを振り返ろう
　　　　～テーマを決めて話し合い、壁新聞をつくる～
・社会：開国と近代日本の歩み（産業革命と資本主義）

・国語：聞き上手になろう～質問で思いや考えを引き出す～
・社会：日本の地域的特徴と地域区分（人口、産業、交通、通信）
・数学：データの分析　データの比較と箱ひげ図　確率　標本調査

　　 想定される
　　 エラー（■）
　　 ジレンマ（●）
　 【道徳的諸価値】

・国語：立場を尊重して話し合おう～討論で多角的に検討する～
・社会：日本の諸地域
・数学：データの分析　データの比較と箱ひげ図　確率　標本調査
・音楽：日本の伝統芸能

第８学年の目標

主な学習活動

３月２月１月

〇「人と人とがつながり幸せに生きるとは」について考えをまとめ
る。
〇家族や仲間、身近な人との関係でできている社会の中で、守られ
ながら生活してきた自分に気付き、多様な人々が生きる「社会」の
一員として、社会の中にある問題点や自分にできることを考える。
○学びをどのようにまとめるか計画を立てる。
〇今後も自分たちにできそうな活動を考える。
〇１年間の活動を振り返る。
○今年度の学びを振り返り、キャリアパスポートを記入する。

12月

　第７学年までに、様々な問題と出会い、解決していく過程で、自分を取り巻く社会で生きる人々は、いろいろな見方や考え方をもって生きていることを理解しながら学んできた。自分の得意なことや苦手なこと
が認識できるようになり、自分の将来のことも考える時期である。これまで学んできたことを生かし、多様な価値観をもつ人が生きる社会で「自分はこれからどう生きていきたいのか？」を考え、自身の将来を見
据える。その将来を考える中で、自分に必要なものや磨くべきこと等を模索し、判断し、それらを確立させるため行動する姿を具現させたい。																							

５月 10月９月 11月

（１）問題解決力に関わって 自分の生き方と繋げながら探究することで「問題」に気付き、解決するために「問い」を生み出し、問いを解決するために何ができるか考え行動できるようにする。

（２）関係構築力に関わって

人材活用
施設

●社会の一員ではあるが、今の自分に何ができるのだろうか。
■探究する時間がまだ足りない。もっと知りたいし考えたい。
●探究を通して自分の将来について少し考えることはできたけれ
ど、それを実現できるかどうかは分からない。実現させるためには
もっと○○について考えたり、力をつけていかなければならない。
【向上心、個性の伸長・希望と勇気、克己と強い意志・よりよく生
きる喜びなど】

・Ⅱ期で出会った人や施設

４月

（３）貢献する人間性に関わって 社会の様々な事柄や他者の生き方について関心をもち、生き方に触れる過程で、よりよい自己の生き方を見つめようとする態度を養う。

単元名
（時数）

●多様な人々がいる中で、どうしたらみんなが幸せになれるのだろう。
■生きていく上で、「人と人とのつながり」は、切り離すことができない。
●どうしたらよりよく人とつながることができるのだろう。
【相互理解、寛容・社会参画、公共の精神・勤労・国際理解、国際貢献など】

 
（41時間）

学びを構成する
要素

伝統、文化、観光、環境、食、命　多様性（国籍、言語、性別、LGBTQ、障害、UD、インクルーシブ、福祉、差別、偏見、貧困、自分との違い、生きる環境の違い、それぞれの見方・考え方、価値観の違い、幸せの
価値観、共生）　つながる　社会　社会問題　自然環境　科学技術　勤労　働く人の思い、やりがい

６月

○探究テーマに迫るための問いを考え、対話を行う。
○生まれた問いにつながる対話の計画を立てる。
○アポイントメントをとる。
○対話したり、見学したり、体験したりする。
○学んだ内容を整理し、自分の考えをまとめる。
○学級の仲間と対話をし、次の問いをもつ。
○これまでの学習を振り返り、探究テーマへの考えをまとめ、広げる。
※このサイクルを繰り返す

仲間や実社会に生きる人の考えを共感的に受け入れ、それぞれの願いや考えを踏まえた上で、納得解や最適解を相手と協働して導こうとすることができるようにする。

■●人とつながり合い、よりよく生きるためには、上手くいかないことも、失敗することもある。自分の幸せだ
けではなく、相手の幸せを考えて、相手に寄り添ったり、折り合いをつけたりする必要もある。自分の幸せと相
手の幸せを考えることは、どちらが大切だろう。
■探求テーマに迫る対話相手が分からない。
●より多くの人とつながるために、社会で何かしたい。でも、今の自分にできることはあるだろうか。
【相互理解、寛容・社会参画、公共の精神・勤労・よりよく生きる喜びなど】

・４組作業班、新居先生
・パティスリー　ピぺ　森　美帆さん
・探究テーマや問いに基づいた対話相手、企業
・これまでの対話相手にさらに聞く

　

教科等との関連

月 ８月７月

８年３組

大阪研修企業研修先：山岡金属工業（株）、合同食品株式会社、日本銀行大阪支店、シマ
ノ自動車博物館、大阪起業家ミュージアム、株式会社ブロードエンタープライズ、株式会
社クボタ、江崎記念館、シェラトン都ホテル大阪、大阪地方検察庁
市内学級別研修先：あべのハルカス・あべのハルカス美術館
・合同会社USJ　職業講話：清水　郡氏、吉本興業芸人：２０世紀
・タマキ写真館 田巻さん
・横山統括校長先生

学びの基盤となる
道徳的諸価値

向上心、個性の伸長・希望と勇気、克己と強い意志・思いやり、感謝・礼儀・相互理解、寛容・公正、公平、社会主義・社会参画、公共の精神・勤労
家族愛、家庭生活の充実・よりよい学校生活、集団生活の充実・国際理解、国際貢献・自然愛護・よりよく生きる喜び

「学びのカテゴリー」：社会に生きる　（全105時間）

カテゴリー設定の
理由

年間指導計画

Ⅱ社会を知るⅠ社会とは Ⅲ社会を広げる



８年３組 単元シート 

 

単元名 

Ⅱ社会を知る 

（41） 

本単元の目標 

問題解決力 関係構築力 貢献する人間性 

①探究テーマと自分の生き方をつなげて問い

をつくり、対話する相手や内容を考え計画

を立てることができるようにする。 

②問題解決に向け、自分に何ができるか考え

行動できるようにする。 

①仲間や対話する相手の考えや生き方を受け

入れ話し合うことができるようにする。 

②自分の思いを伝えたり仲間の考えを共感的

に受け入れたりしながら共に活動できるよ

うにする。 

①対話する相手の生き方に触れ、今の自分には

何ができるか考えたり、行動したりする態度

を養う。 

活
動
の
計
画 

〇夏休みに個人探究（職場見学）し
てきたことをもとに交流する。（関
係①） 

○学級全体で対話をする。（関係②） 
〇仲間と対話したことをもとに問い
をつくり、その解決に向けて、対
話する相手を考える。（問題①） 

         （３） 

○４組の仲間の作業学習を見学する（関
係①） 

○４組の仲間と「ものづくり」について
対話をする。（関係②） 

○対話した内容を整理し、次の問いをつ
くる。（問題①） 

（３） 
 

○探究テーマに迫るための問いを考え
る。（関係①） 

○対話の計画を立て、アポイントメント
をとる。（問題①） 

○対話したり、見学したり、体験したり
して学んだ内容を整理し、自分の考え
をまとめる。（問題②） 

○学級の仲間と対話をし、次の問いをも
つ。（問題①） 

○これまでの学習を振り返り、探究テー
マへの考えをまとめる。（貢献①）  

（30） 

〇これまでの探求を通して、「人と人とが
つながり幸せに生きるとは」について
考えたことを振り返り、自分の成長、
変化をまとめる。（問題②） 

〇家族や仲間、身近な人との関係ででき
ている社会の中で生活する自分に気付
き、多様な人々が生きる「社会」の一
員として、社会の中にある問題点や自
分にできることを考える。（貢献①） 

             （５） 

加
除
修
正
欄 

  ・パティシエの森さん、薬剤師の望月さ
ん、４組担任の新居先生、脳外科医の
榎本さんと対話をした。これまで対話
をしてきたことを基に、学んだことを
まとめ、自分の生き方につなげたい。 

 

想
定
さ
れ
る
姿 

・人とつながるために働く中には、
うまくいくことばかりではなく、
失敗や苦しい思いをすることがあ
ると分かった。しかし、それを乗
り越えていくことで、自分が成長
できたり、誰かの生活のために貢
献できたりするときに幸せを感じ
ることができる。 

・自分にできることや得意を生かした
り、技術を磨き続けたりすることで誰
かの幸せに貢献できる。 

・４組の仲間は、お客さんや共に作業を
する仲間とつながり合っている。僕た
ちもふぞくマーケットで何かできるこ
とはないか。 

・これまで自分たちが考えてきた「人と
人とがつながり幸せに生きる」は、自
分と自分のことを支え、守ってくれる
相手との関係の中での心地よさだっ
た。もっと広い視野で「社会」と自分
の関係を見つめ、自分たちに何ができ
るか考えていく必要がある。 

・家庭や学校の中だけではない私たちが
接している社会、これから進んでいく
社会は、様々な人の努力や相手の幸せ
を願う思いに支えられている。今の自
分たちでできることはないか考え行動
したり、提案したりできることがある
のではないか。 

実
際
の
姿 

 ・４組の仲間は、ものづくりを通して、
強くつながり合っていた。僕たちとの
つながりはまだ弱い。もっとつながれ
るよう、新居先生とも対話をして、４
組仲間のことをもっと知りたい。 

・森さんの生き方から、夢は広がり続け
るものだと学んだ。森さんの芯の強さ
が素敵だと思った。自分の芯をつくっ
て磨いていきたい。 

 

●
ジ
レ
ン
マ 

■
エ
ラ
ー 

 
 
 
 
 

 

■●人とつながり合い、よりよく生きるためには、上手くいかないことも、失敗することもある。自分の幸せだけではなく、相手の幸せも考えて、相手に寄り添った
り、折り合いをつけたりする必要もある。自分の幸せを考えることと相手の幸せを考えることは、どちらが大切なのだろう。 

■探求テーマに迫る対話相手が分からない。 ■より多くの人とつながるために、社会のために何かしたい。でも、今の自分にできることはあるだろうか。 



８年３組 本時案 （８年３組教室） 
 
目標 
 これまで対話をしてきた相手が大切にしている「人とのつながり方」や「社会のなかで幸せに生きるとは」にある共通点や相違点を基に、仲間と交流
する活動を通して、探究テーマ「人と人とがつながり幸せに生きるとは」の広がりや深まりを実感し、自己の変容や成長を再認識することで、これから
社会のなかで自分はどう生きていくのか考えることがきる。（貢献する人間性） 
 
本時（27/41） 

活動内容（○教師の発問 ・予想される児童生徒の発言） ○教師の手立てと見届け 

１ これまでの歩みを振り返る。 
○これまで対話をしてきた方から学んだことすべてをつなげて対話をしたい。それぞれの方の生き方に共通点や相違点違はありましたか。 

・職業の違いはあるけれど、対話をしたどの人も「人とのつながり」を大切にすることで、自分の生き方が広がっている。 

・相手とよりよくつながるためには、大変なことや困難なこともあり、それを乗り越える芯の強さが必要だと分かった。 

 

 
２ 課題について学級全体で対話をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 本時の学のびを振り返り、ワークシートに記入する。 
・自分の夢を貫き通し、自分の強さや弱さも認め前に進む森さんは芯の強い人。今の私は就きたい職業がまだ分からないけれど、望月さんや

榎本さんのようにこれからなりたいものに出会えたときのために、可能性を広げておきたい。そのために今できることに真剣に挑みたい。 

・好きなことを仕事にできる生き方は幸せだと思う。でも、そこにたどり着くには、幸せなことばかりではない。いろんな人の支えがあり頑

張ることができるし、人とのつながりはどんどん強く大きなものになっていく。私は、これまで頑張ってきた掃除を仲間が認めてくれたこ

とが自信になり成長できた。次は、自分から仲間につながり支えることができるようになりたい。仲間と一緒に成長し続けたい。 

○これまで対話をしてきた内容に

ついて交流する場を位置づける。 

○これまでの対話のメモやポート

フォリオ等を見返しながら、自分

の考えをつなげたり、深めたりし

ながら対話ができるようにする。 

○学級全体の思考の流れがつかめ

るよう、構造的な板書でそれぞれ

の考えや意見を位置づける。ま

た、道徳的諸価値を表出した言

葉、自分たちの生活や経験と結び

つけて考えたことを板書に位置

付ける。 

○これまでの対話の中から出てき

た「人と人とのつながり」に関係

するキーワードと結び付けなが

ら、考えをつなげていけるように

する。 

 

これまでの対話を通して考えた「人と人がつながり幸せに生きる」とは 

目標に迫った姿をどのよう
に見届けるか 
これまで対話してきた相手の生

き方から学んだことを基に、交流

する活動を通して、自己の変容を

認識したり、自分にできることを

考えたりしようとしている。（貢

献する人間性） 

・発言の様子やワークシートの記

述から見届ける。 

お客さん 

 

お客さん同士のつながり（常連） 

 

ものづくりを通したつながり 

 

家族と自分のつながり＝愛と感謝。家族にも違いがある。 

双方向のつながり。 

共鳴・つながりの強さ。よりよい結びつき。 

 

作業する仲間・同僚とのつながり 

 

一方向のつながり。 

愛と感謝。地域のおじさ

んとして見守りたい。 

患者さんの命を守るために、自分で学び続

け知識・技能をアップデートし続ける。 

患者さんとその家族とのつながり 

 

命と向き合う責任と重さ 

 

相手に喜んでもらったり、お互いを認め合ったり

できる生き方をしたい。自分の苦手にも向

き合いつながることをあきらめたくない。 

４組の仲間のことを知って、

もっとつながりたい。 

努力は裏切らない。努力が報われないこともある。 

でも、その先の選択によって自分で広げていける。 

一方向ではなく、相手の気持ちに応え。双方向につながり合いたい。 

自
己
の
変
容 

対話や会話はつながりを深

めるチャンス 

自分の好きを貫く芯の強さ→自分もそうなりたい。 

共に大阪研修を成功させた仲間。実は、田巻さんからつながろうとしてくれていた。 

今の自分にできることは何か考え、可能

性を広げるための努力をする。 

８年 4 組 新居先生 ４組作業班 

横山統括校長先生 

パティシエ 森さん 

家族 

個人追究の相手 

脳外科医 榎本さん 

薬剤師 望月さん 

カメラマン田巻さん 

対
話
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
・
考
え
た
こ
と 


